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第４章　ＲＯＭ化について第４章　ＲＯＭ化について第４章　ＲＯＭ化について第４章　ＲＯＭ化について第４章　ＲＯＭ化について

ＭＰＣ－６８４はフラッシュＲＯＭを搭載し、オンボードＲＯＭ化に対応しています。これによりＥＰＲＯＭ時代の
煩わしさが一掃されました。プログラム編集後のＲＵＮにより自動的にフラッシュＲＯＭへ書き込みます。
フラッシュＲＯＭに書き込まれたプログラムはノイズやバッテリトラブルで破壊されることはありません。ＭＰＣは
電源投入時にフラッシュＲＯＭからＳＲＡＭ上にプログラムを展開し実行します。

４．４．４．４．４．１　初期化時について１　初期化時について１　初期化時について１　初期化時について１　初期化時について

ＳＲＡＭ上のプログラム、ポイントデータはＭＰＣＩＮＩＴコマンドで初期化されます。フラッシュＲＯＭのプログ
ラムはＥＲＡＳＥコマンドで初期化されます。装置組み込み後やシステムローダーによるシステムデータ変更後は、Ｍ
ＰＣＩＮＩＴとＥＲＡＳＥを実行して初期化します。初期化後のＭＰＣは英語モードになっています。ＪＰＮコマン
ドで日本語モードに変更してください。

  #MPCINIT
  #ERASE
  **
  #JPN
  #

４．４．４．４．４．２　フラッシュＲＯＭの書き込みタイミング２　フラッシュＲＯＭの書き込みタイミング２　フラッシュＲＯＭの書き込みタイミング２　フラッシュＲＯＭの書き込みタイミング２　フラッシュＲＯＭの書き込みタイミング

フラッシュＲＯＭの書込みはＲＵＮコマンド実行時です。プログラム編集後ＲＵＮ無しで電源を切ったりケーブルを
抜くと編集データは無効になります。デバッグ時間短縮のためにフラッシュＲＯＭ書込みをしたくない場合はＲＡＭ
コマンドを実行して下さい。その場合、デバッグ終了後には必ずＲＯＭコマンドで元に戻しプログラムをフラッシュ
ＲＯＭへ書き込み、動作を確認してください。プログラム実行を伴わないフラッシュＲＯＭ書き込みはＦＩＸコマン
ドです。

  #RUN
  プログラム整理中!!-整理後ＲＯＭに書き込みます。*-----+++++Ok

４．４．４．４．４．３　バックアップ変数の代用３　バックアップ変数の代用３　バックアップ変数の代用３　バックアップ変数の代用３　バックアップ変数の代用

フラッシュＲＯＭへ書き込まれるのはプログラムと変数です。つまり、変数も電源投入時にプログラムが書き込まれ
た時点のデータに戻ってしまい、バックアップ変数としては利用できません。バックアップ変数の代用にはポイント
データを使用してください。ただし、ポイントデータはＳＲＡＭにバッテリで保持されているものであり、完全保存
ではないことをご承知置きください。

４．４．４．４．４．４　旧６８Ｋ互換モード４　旧６８Ｋ互換モード４　旧６８Ｋ互換モード４　旧６８Ｋ互換モード４　旧６８Ｋ互換モード

保守等で、全変数をバッテリバックアップで使用できた旧６８Ｋと互換性を保つ必要がある場合はＲＡＭコマンドを
実行します。この場合プログラムのＲＯＭ化がされないので、遠隔地での使用については注意して下さい。


